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旧
麻
生
鉱
業
に
お
い
て
外
国
人
捕
虜
が
強
制
労
働
さ
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
厚
生
労
働
省
の
公
文
書
に
対

す
る
外
務
省
の
対
応
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

昨
年
十
二
月
、
麻
生
太
郎
内
閣
総
理
大
臣
の
親
族
が
経
営
し
て
い
た
旧
麻
生
鉱
業
の
炭
坑
に
お
い
て
、
第
二
次
世
界
大
戦

中
、
三
百
人
の
外
国
人
捕
虜
が
強
制
労
働
さ
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
（
以
下
、
「
強
制
労
働
問
題
」
と
い
う
。
）
を
示
す
公
文
書

（
以
下
、
「
公
文
書
」
と
い
う
。
）
が
厚
生
労
働
省
で
見
つ
か
っ
て
い
る
。
右
を
踏
ま
え
、
質
問
す
る
。

一

「
公
文
書
」
の
存
在
を
外
務
省
が
知
っ
た
の
は
い
つ
か
。
そ
の
具
体
的
な
日
に
ち
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

二

「
強
制
労
働
問
題
」
に
つ
い
て
は
、
二
〇
〇
六
年
六
月
、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ヘ
ラ
ル
ド
ト
リ
ビ
ュ
ー
ン
紙
が
既
に
報

じ
て
お
り
、
そ
の
際
外
務
省
は
、
当
時
外
務
大
臣
の
任
に
就
い
て
い
た
麻
生
総
理
の
指
示
で
、
在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
国
総

領
事
館
の
Ｈ
Ｐ
に
、
「
強
制
労
働
問
題
」
を
否
定
す
る
文
章
（
以
下
、
「
文
章
」
と
い
う
。
）
を
掲
載
す
る
措
置
を
と
っ
て

い
る
。
当
時
外
務
省
が
そ
の
様
な
措
置
を
と
っ
た
理
由
を
説
明
さ
れ
た
い
。

三

「
文
章
」
は
現
在
Ｈ
Ｐ
か
ら
削
除
さ
れ
て
い
る
と
承
知
す
る
が
、
削
除
は
い
つ
な
さ
れ
た
の
か
。
そ
の
具
体
的
日
に
ち
を

明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

四

「
文
章
」
の
削
除
並
び
に
そ
の
理
由
に
つ
い
て
、
外
務
省
は
ど
の
様
な
方
法
を
も
っ
て
国
民
に
説
明
を
行
っ
た
か
。

一



五

「
公
文
書
」
が
示
す
と
お
り
、
第
二
次
世
界
大
戦
当
時
、
旧
麻
生
鉱
業
に
お
い
て
外
国
人
捕
虜
が
強
制
労
働
さ
せ
ら
れ
て

い
た
こ
と
は
事
実
で
あ
り
、
本
年
一
月
六
日
の
衆
議
院
本
会
議
に
お
い
て
も
、
麻
生
総
理
は
そ
の
事
実
を
明
確
に
認
め
て
い

る
。
そ
れ
な
の
に
、
二
〇
〇
六
年
当
時
、
外
務
省
が
「
文
章
」
に
あ
る
様
に
、
「
強
制
労
働
問
題
」
を
否
定
し
た
の
は
な
ぜ

か
。
い
か
な
る
根
拠
を
基
に
、
外
務
省
は
当
時
そ
の
様
な
判
断
を
下
し
た
の
か
説
明
さ
れ
た
い
。

六

昨
年
十
二
月
十
八
日
に
行
わ
れ
た
参
議
院
外
交
防
衛
委
員
会
に
お
い
て
中
曽
根
弘
文
外
務
大
臣
は
、
藤
田
幸
久
参
議
院
議

員
の
質
問
に
対
し
て
「
麻
生
総
理
の
外
務
大
臣
在
任
中
に
、
外
務
省
に
お
き
ま
し
て
必
要
な
確
認
は
行
い
ま
し
た
。
」
と
、

麻
生
総
理
が
外
務
大
臣
の
任
に
就
い
て
い
た
時
に
、
「
強
制
労
働
問
題
」
に
つ
い
て
外
務
省
と
し
て
必
要
な
確
認
を
行
っ
て

い
る
旨
の
答
弁
を
し
て
い
る
が
、
右
答
弁
に
あ
る
確
認
に
つ
き
、
�
確
認
が
行
わ
れ
た
具
体
的
日
に
ち
、
�
確
認
を
行
っ
た

担
当
責
任
者
の
官
職
氏
名
、
�
確
認
の
具
体
的
方
法
、
�
確
認
を
行
う
こ
と
を
決
め
た
決
裁
書
並
び
に
確
認
を
記
録
し
た
文

書
の
有
無
の
四
点
に
つ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
明
確
に
説
明
さ
れ
た
い
。

七

二
〇
〇
六
年
当
時
、
外
務
省
は
「
強
制
労
働
問
題
」
に
つ
い
て
の
判
断
、
対
応
を
誤
っ
た
こ
と
を
認
め
る
か
。

右
質
問
す
る
。

二


